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川上不白生誕地

　この墓地には大石誠之助、高木顕
　明、峰尾節堂、永田衡吉、奥栄一、
　中上健次、須川政太郎・カタ夫妻、
　尾崎真龍、湯川麑洞など多数あり。

　佐藤春夫記念館(速玉大社境内)

　佐藤春夫(1892－1964)が東京

　で住んでいた自宅を平成元年11月

　に移築したもの。原稿や愛用した

　品 が々展示され、居間も生前同様

　にして公開されている。春夫の作

　品にみる「夢みるような」雰囲気

　をもった家である。

　大石誠之助宅跡

　(船町２丁目２－２～４－１)

　大石誠之助(1867－1911)が

　大逆事件に連座するまで住宅

　兼医院として使っていた。当時の

　新宮の知識人の中で社会主義

　の枠にはまらないユニークな思

　想を展開したリーダー的存在で

　あった。

　佐藤春夫生誕の地

　(船町３丁目１－１２)

　この場所に昭和47年

　に生誕碑が建立された

　が、現在、礎石だけ残っ

　ている。碑には、父親の

　春夫誕生を祝う俳句

　「よく笑へどちら向いて

　も春の山」が刻まれて

　いた。

　筆塚(下本町２丁目１－１ 市民会館前広場)

　春夫の愛用のモンブランの万年筆と毛筆が納

　められている。「筆塚」の文字は友人堀口大学

　の揮毫による。

　佐藤春夫成育の家跡(新宮７６９０、丹鶴城公園への登り口)

　春夫が幼少年期から新宮中学校卒業まで住んだ家。

　春夫の父がここで「熊野病院」を開業していた。

　村井正誠成育の家跡

　(下本町１丁目２－１６)

　村井正誠(1905－1999)

　は日本で最初期の抽象

　画家。新宮市民会館の

　壁画や新宮高校正面玄

　関の絵画、お城の与謝

　野寛の碑などの作品が

　新宮市内に残っている。

　父は村井眼科をこの場

　所で開業していた。

　与謝野寛の碑(新宮城跡)

　寛は明治39年と明治42年

　に来新。春夫の文学的出発

　の契機となった。この碑の

　短歌は39年の作で、春夫が

　建てるならこの短歌と指定

　した「高く立ち秋の熊野の海

　を見て誰ぞ涙すや城の夕べ

　に」が刻まれている。なお、

　碑のデザインは名誉市民で

　ある画家の村井正誠。

　川上不白顕彰碑

　(新宮城跡内、東屋附近)

　川上不白(1719-1807、

　江戸千家流祖)は江戸

　中期を代 表する茶人。

　京都の表千 家で 修行

　して、後、江戸に出て活

　躍、大勢の門下生をもっ

　た。池田町の生まれで

　晩年、本 廣寺に先 祖

　の供養 塔を建立した。

　下村悦夫生誕の地(池田１丁目附近)

　下村悦夫(本名悦雄1894-1945)は

　大正・昭和にかけて活躍した時代小

　説作家。代表作『悲願千人斬』など

　がある。歌集に『口笛』『熊野うた』

　がある。

　重要文化財 旧西村家住宅

　(新宮7657)

　西村伊作(1884-1963)は

　自由教育を実践した文化学院

　の創立や建築家として大正期

　を代表する自由人であった。こ

　の建物も自ら設計した自宅で、

　日本で最初の居間式住宅とし

　て平成22年に国の重要文化

　財に指定された。油絵・焼物な

　ど伊作の作品を展示している。

　徐福公園(徐福１丁目４－２４)

　公園内に江戸時代に建立された

　徐福の墓がある。徐福は秦の始

　皇帝に命じられ不老不死の霊薬を

　捜しに熊野へきたが、中国に帰ら

　ず、こちらで亡くなりこの地に葬

　られたといわれている。塚町に

　は重臣の一人を祀る祠が残っ

　ている。

　新宮正春宅跡(仲之町２丁目１－１０)

　新宮正春(本名瀬古、1935-2004)は

　読売巨人軍付きのスポーツ記者で、長

　嶋の婚約を特ダネで抜いたことで有名。

　後、時代小説の作家となり、代表作『島

　原軍記海鳴りの城』など多数執筆。

　新宮キリスト教会跡(仲之町３丁目１－１５)

　牧師であった沖野岩三郎(1876-1956)は大

　石誠之助の遺族を援助した。また、大逆

　事件を題材にした『宿命』で作家になった。

　奥栄一宅跡(大橋通り４丁目１－１、現宮本石油)

　奥栄一(1891-1969)は春夫の同級生で文学仲間。

　詩・小説・映画批評・翻訳などを手がけたが、

　世に出ることはなかった。妻の奥むめをは戦前の

　婦人運動家で有名。

　浄泉寺(大橋通４丁目１－６)

　高木顕明(1864-1914)が住職

　をしていた寺。日露戦争のとき非戦

　の立場をとり、被差別部落の人々

　と共に生きた新宮の人権の先覚

　者であったが、国のフレームアッ

　プにより大逆事件に連座し、獄

　中で亡くなった。当時、真宗大谷

　派より擯斥処分を受けたが、平成

　8年に復権し、現在、毎年６月に

　法要が行われている。

　本廣寺(新宮６５６、口山際地)

　新宮周防守屋敷跡。平安時代、

　熊野地方を支配した熊野別当の

　屋敷があったのに因んで附近に

　別当屋敷町の地名が残っている。

　熊野別当の力がほとんどなくなった

　中世まで、子孫の一人新宮氏がこ

　こに屋敷を構えていたが、戦国期

　に台頭した堀内氏に滅ぼされた。

　全龍寺(千穂１丁目９－２５)

　堀内氏屋敷跡。堀内氏虎・

　氏善父子が熊野地方を統一。

　新宮を中心に、海岸沿いは古

　座川の手前から紀伊長島まで、

　熊野川流域では本宮附近

　までを領地とした。この屋敷

　の四方を堀で囲んでいたた

　め堀内と名乗ったとも。関ヶ原

　の戦いの時、堀内氏は豊臣

　方であったため新宮を追わ

　れ熊本で亡くなった。

　中上健次生誕の地

　春日町界隈(春日４～１０)

　日本の現代文学の旗手であ

　った中上健次(1946-1992)

　が生まれ、そして多くの小説

　の舞台となった路地跡。代

　表作『枯木難』『千年の愉

　楽』『奇蹟』などはここを

　舞台に描かれている。

　中上健次案内板もある。

　大逆事件犠牲者の顕彰碑(春日４－１８)

　大石誠之助や高木顕明などこの地域の

　６名は非戦をはじめ遊郭設置や部落差別

　などに反対を唱え実行した人たちであった

　が、天皇暗殺の陰謀(いわゆる大逆事件)で

　つかまり死刑等になった。現在、この６名は

　事件とは関係ないことが判明している。人

　権の先覚者であった６名を顕彰する目的で

　建立された碑。「志を継ぐ」と題されている。

　永田衡吉生誕地
　(千穂３丁目７－１０附近、現裁判所)

　永田衡吉(1893-1990)は、大正期か

　ら昭和期にかけて活躍した長編史劇

　の劇作家であるとともに、柳田国男に

　師事し日本の民俗学(特に民俗芸能)

　にも大きな足跡を残した人物。新宮市

　初代市長角源泉は父である。代表作

　は戯曲集『厩戸皇子』など。

　遍照院(千穂２丁目１－１６)

　ここで12歳まで生育した毛利

　柴庵(本名清雅、1871-1938)

　は田辺で『牟婁新報』を発刊。

　一時期、管野すがや荒畑寒村

　らが記者として赴任、大石誠

　之助も寄稿した。柴庵は南方

　熊楠と親しく交際し、神社合

　祀反対運動を展開したことで

　も有名。この寺の門柱の「遍照

　院」の字は柴庵が揮毫したもの。

　畑中武夫の碑(新宮高校正面玄関前)

　畑中武夫(1914-1963)は田辺に生ま

　れ3歳のとき新宮市畑中家(上本町)

　の養子となる。新宮中学～東京帝大

　を経て日本の天文学のリーダーとなっ

　たが若くして亡くなった。代表作に

　『宇宙と星』(岩波新書)があり今でも

　読み継がれている。新宮高校の碑

　には「われら地球人」と記されている。

　水野家墓所

　新宮領主であった水野家初代から10

　代までの墓がそろって建立されている。全

　国的にも珍しいということで新宮城とと

　もに平成15年に国史跡に指定された。

　東仙寺(新宮4603-1)

　丹鶴姫は源為義の娘で頼朝・義経の

　叔母にあたり、熊野別当の一族でもあ

　った。源平の合戦の時、源氏方に味方

　し、褒賞として鎌倉幕府より荘園を貰っ

　た。平家物語で登場し重要な役割を

　果たす新宮十郎行家(源行家)は弟に

　あたる。なお、新宮城を丹鶴城とよぶ

　のは丹鶴姫の菩堤所である東仙寺が

　あったためである。後、東仙寺はここ

　に移転した。

　松子の墓(大浜墓地)

　瀧井孝作の代表作『無限抱擁』

　のヒロインのモデルの墓。この墓に

　ついては『熊野誌』58号に文芸

　評論家高澤秀次氏の詳細な論

　がある。

　東くめ宅跡

　(馬町２丁目３－６、現モータープール)

　東くめ(旧姓由比、1877-1969)は「はと

　ぽっぽ」「お正月」「鯉のぼり」など初め

　ての口語体の童謡を作詞。滝廉太郎

　が作曲。夫君の東基吉(旧姓須川、18

　72-1958)は横町生まれでくめの近

　所。明治33年、東京高等師範学校

　附属幼稚園の責任者となり幼稚園改

　革を日本で最初に実施した。口語体

　の唱歌もその一環であった。くめを

　記 念して「はとぽっぽ」の碑と鳩

　の彫刻が駅前に建立されている。

新 宮市立図書館

「新宮文化人案内図」

新宮市井の沢４番１５号

0735-22-2284
　　　　　　　 2012 .3
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　浮島遊郭跡(浮島7)

　野口冨士男の代表作「なぎ

　の葉考」の舞台となった。

新宮歩楽歩楽マップ
ヤタガラスの弥之助の『温故知新』
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　久留守孫総(室町時代の人)

　高田を開いた人で雲取温泉の近くに墓がある。孫

　総は那智山参詣の途次、妖怪ヒトツダタラに襲われ

　たが狼の群れに助けられた。その際、お礼に私が

　死んだら死骸をあげましょうと約束するが、日にちが

　経つにつれ惜しくなり、屋敷の周りに城塁のような垣

　を巡らして死骸を取られないようにして、その後亡く

　なった。しかし翌日死骸は掘り返されて無くなってい

　たという伝説が残っている。

　玉置真吉(１８８５－１９７０)

　熊野市紀和町花井の生まれ。新宮市

　熊野川町九重小学校を卒業し、同校

　で教員をしていた。花井と九重は川を

　挟んで向かい合っている地区。日本の

　社交ダンスの黎明期に活躍しダンス

　王と呼ばれた。大石誠之助と親交が

　あったため大逆事件の影響で教師を

　止めざるを得なくなり、神戸で活躍し

　ていた賀川豊彦の下で手伝いをする

　(賀川のベストセラー『死線を越えて』

　では真吉は「高見」で登場)。その後、

　西村伊作の文化学院の事務長を

　経て昭和初めに社交ダンス教室を

　始めた。自伝『猪突人生』がある。

　世耕弘一(１８９３－１９６５)

　衆議院議員で、近畿大学の創立者。

　新宮をはじめ熊野各地に同大学

　の附属高校や研究所がある。

　西敷屋で生まれ、宮井の福泉寺

　に墓がある。

　平忠度出生碑(平安末期)

　熊野川町音川生まれといわれている。『平家物語』

　では一章を割き、平家都落ちの際引返して藤原俊成

　に家集を預けたエピソードが有名。後、俊成が撰した

　『千載和歌集』に「さざなみや志賀の都はあれにしを

　むかしながらの山ざくらかな」の一首が読み人知らず

　で入選。忠度は一の谷で戦死する。

　山本七平(１９２１－１９９１)
　山本七平は、組織や歴史の研究を通して

　日本人の本質を考えた思想家。代表作に

　『日本人とユダヤ人』『空気の研究』『日

　本資本主義の精神』など多数。山本七平

　賞(PHP研究所)が創設されるなど現在

　でも高い評価を受けている。

　両親が三輪崎出身。

　山本 七平の父の家跡
　父文之助が生まれた場所。七平は父親に

　よく三輪崎の話を聞かされたそうで、親戚の

　玉置酉久との関係からキリスト教に親しんだ。

　玉置酉久(新宮地区参照)は大石誠之助

　(新宮地区参照)の兄にあたる。西八重は

　七平の母で、両親は近所に住んでいた。

　黒潮公園の歌碑の道(昭和５５年建立)

　三輪崎や佐野にゆかりのある和歌を8首選び、

　公園の散策道に沿って歌碑が建てられている。

　「苦しくもふりくる雨か神 之崎 狭野のわたりに

　いへもあらなくに」(万葉集、長忌寸奥麿、三輪崎

　まで来たが雨が降ってきて難儀な旅だ。佐野の

　わたりには家はまったく見えない)「駒とめて袖うち

　払うかげもなしさののわたりの雪の夕暮れ」(藤

　原定家、奥麿の本 歌 取り、佐 野のわたりに馬を

　とめて袖にたまった雪を払う人もいない。さびしい

　雪の夕暮れ時)など。

　はまゆう群生地
　柿本人麻呂の代表作の一つ

　である「み熊野の浦の浜木綿

　百重なす心 は 思 へど 直に

　逢はぬかも」(万葉集巻四

　一四九六) の歌碑が建立さ

　れている。

ガイドのヤタガラスの弥之助だよ。

新宮の有名な人のマップを見て、

たずねて歩いてみてね。ヨロシク。

弥之助
や の す け

新宮港

C

とくほんしょうにん

GS

GS

C

〒

GS
〒 GSGS

三輪崎支所

しちへい

たまきしんきち

熊野川小学校

熊野川中学校

たいらのただのり

GS

GS

GS

GS

く る す まごそう

高田小・中学校

新 宮市立図書館

「新宮文化人案内図」

新宮市井の沢４番１５号

0735-22-2284
　　　　　　　 2012 .3

弥之助
や の す け

山をぬって流れる熊野川は

世界遺産だよ。

上流の瀞峡へはジェット船が

志古から出てるからね。

杉舟での川舟下りも楽しいよ。

せこうこういち

熊野川温泉
さつき

　徳本上人の碑
　(文政４年１８２２建立、南珠寺境内山門に入った左側)

　徳本上人(1758年生)自筆の「南無阿弥陀仏」の六字

　名号が自然石に彫られている。上人は念仏教化の

　ために全国を歩いて廻り、熊野地方にも足 跡を

　残した。三輪崎共同墓地や新宮大浜 (新宮地区

　参照)にも「徳本上人の碑」がある。

　阿波野青畝句碑

　「山又山山ざくら又山桜」

　が建立されている。

〒

〒

瀞峡ウォータージェット船
乗船場

熊野川舟下り乗り場

一遍上人名号碑

小口自然の家

　西行法師の歌碑
　「雲鳥やしこの山路はさておきて
　をくちかはらのさびしからぬか」
　が建立されている。

熊野古道大雲取越(世界遺産)

熊野古道小雲取越(世界遺産)
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